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1. はじめに 

近年，ICT の発展に伴い，「反転授業」と呼ばれる授業

形態が注目を集め，多くの教育現場でも導入されるように

なっている[1],[2]。反転授業を導入した授業は様々な角度か

ら検証されており，アクティブラーニングとの関連を分析

した研究もある[3]。しかし，反転授業のスタイルは，教員

側が設計した科目内容を学生達に教育する際の効果を高め

る方法としての議論が殆どであり，このスタイルを，学生

が主体となって調査や研究した成果を発表し，議論し合う

ゼミや研究会の場に活用した例はあまり報告されていない。 

これに対し，著者らは，多大学間で連携した反転型のオ

ンライン研究交流会という教育モデルを提案し[4]，早稲田

大学データ科学センターが実施するデータサイエンス教育

プログラムの一環として実際にその取り組みを実施して実

証的にその効果を検証すると共に，その改善を継続してい

る。この取り組みは，早稲田大学データ科学センターが中

心となって，早稲田大学・高度データ関連人材育成（D-

DATa）プログラム[5] の一環として設計し実施している。

本稿では，この多大学連携型オンライン研究交流会の設計

における本質的な骨子を明確にするための議論を行うと共

にその教育効果を検証する。実際に複数の大学が連携した

プログラムの実施を通じた実証的な評価と共に，参加者へ

のアンケート調査に基づき分析を行う。 

2. 反転ゼミ形式オンライン研究交流会のデザイン 

2.1 近年の研究教育環境 

近年，高等教育機関では LMS（Learning Management 

System）などの教育支援システムが急速に普及し，授業効

果を高めるために，オンラインで様々な情報や課題を学生

に提供する仕組みが整備されてきている。この LMS 上で

は，一方向的な情報の提供だけでなく，教員-受講生のコ

ミュニケーションや受講生間のディスカッションのための

機能が整備されており，これらのコミュニケーション機能

を使いこなすことで，対面授業のみでは難しいレベルの教

育効果が期待できる。昨今の動向としては，対面で実施さ

れる授業中の演習を効果的に実施するために LMS が活用

される取り組みに加え，先に LMS 上で基礎知識に関する

勉強を終えてから対面授業に臨み，ディスカッション等の

応用的な授業を中心に対面を設計する「反転授業」も活発

に導入されるようになっている。 

これらの ICTを活用した授業モデルは，2020年から発生

した新型コロナウイルス感染症の問題に大きく影響を受け

たが，この間，高等教育機関では急速にオンライン授業が

普及し，大多数の教員がオンライン授業の活用スキルを獲

得するための契機となった。ポストコロナの授業モデルに

おいては，完全にコロナ以前の授業に戻ることはなく，オ

ンラインを適切に活用したハイブリッド型授業が普及する

という予想もなされている。 

一方，高等教育機関である大学は研究機関でもあり，各

研究室において指導教員による指導やゼミ活動が行われて

いる。これらのゼミ活動は，所属研究室の指導教員によっ

て少人数制で実施されることが多い。すなわち，ゼミ活動

は教員の研究者としての姿を体験的に学び，研究者として

の DNA のようなものを体得する場でもある。逆に言えば，

教育のされ方は，個々の研究指導教員の指導方法に大きく

依存することも多く，他の研究室での文化やアプローチと

いった多様性を学ぶ機会が十分ではない現状もある。近い

研究領域の他研究室での研究指導を体験したり，他研究室

所属の学生と深い議論をする機会が得られれば，学生にと

っては（自らの研究課題に対して）様々な価値観やアプロ

ーチを検討する契機となるであろう。本来，多くの人が場

所や時間を問わずにコミュニケーションすることを可能と

する ICT のメリットを最大限に活用すれば，多研究室間で

の研究交流は強力に推進されると期待できる。しかしなが

ら，Slack などのコミュニケーションツールが研究室活動

に活用される場面は増えているものの，ゼミ活動や研究活

動における ICT 活用は個々の研究室内に留まっていること

が多く，（一部の意識の高い研究者間で作られた研究室間

ネットワークを除いて）研究室間や大学間のコミュニケー

ションまでは広がっていないのが現状と考えられる。 

2.2 データサイエンス分野での研究交流の試み 

我々の研究チームは，元々は経営科学系研究部会連合協

議会が主催するデータ解析コンペティション[6] において，

その運営者や参加者がデータ分析というキーワードで交流

を深めるメンバーが中心である。コロナ禍の制約下，対面

での学会活動もままならない期間が続いたことから，早稲

田大学データ科学センターが中心となって進める早稲田大
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学・高度データ関連人材育成（D-DATa）プログラム[5] の

場を活用して，オンライン下で効果を発揮する多大学連携

研究交流の在り方を検討する構想が持ち上がり，トライア

ル期間の評価と改善を経て，実施に結び付けている。トラ

イアル的な取組みをデザインし，2021年 3月に 3大学間で

教員 7 名，学生 18 名が参加して第 1 回を実施した。その

結果と参加者のフィードバックを踏まえて改善を行い，10

大学で連携するオンライン交流会をデザインした。その企

画は，2021年 8月に第 2回の形で実施し，10大学から教員

13 名，学生 44 名の参加を得て実施した。原稿執筆時点で，

さらに拡大したオンライン研究会の取り組みを設計してお

り，2022年 8月に第 3回を実施予定である。 

以上のように，実証的に複数の大学の教職員と学生の協

力を得て，実証的にオンライン研究交流会の評価を行い，

PDCAを回して発展させていっている点が特徴である。 

2.3 設計した反転ゼミ形式オンライン研究交流会の 

我々がデザインし，実施している反転ゼミ形式オンライ

ン研究交流会の特徴的な点は以下の通りである。 
 

1. 反転ゼミ形式の事前プレゼンテーション： データサイ

エンス分野の研究経験がまだ浅い学生にとって，他学

生の発表を聴いたのみで，その内容の理解を深め，理

解できない点や研究に役立つポイントを明確すること

はかなりハードルが高い難しいタスクである。そのた

め，単に学生の発表と質疑を行う通常の研究会方式で

は，あまり学生間の議論が活発化しない。そのため，

学生達が分からない部分を繰り返し戻って聴き直し，

自分の理解スピードで聴講可能な事前収録の録画プレ

ゼンテーションを準備して，聴講学生の全てが自分自

身の理解スピードで発表を消化できる聴講期間を設け

ている点（反転ゼミ形式）が大きな特徴の一つである。 

2. LMS のコミュニケーション機能を活用したオンライン

コミュニケーション：参加する学生達は，事前に面識

のないため，いきなりリアルタイムのオンライン交流

を実施しても，なかなかきっかけを掴むことが難しい。

また，研究発表に対する疑問点や個人的な意見があっ

たとしても，それをリアルタイムの全員が集まった場

で発言するかどうかを迷う学生もいる。そこで，事前

に LMS のコミュニケーション機能を用いて，発表に対

するコメントや質問を投稿し，必要に応じて発表者が

それに回答して事前コミュニケーションを深めること

を可能としている。このオンライン投稿機能では，教

員も割り当てられた発表を事前に聴いて，アドバイス

やコメントを先に入力するようにしている。学生達は

それらのコメントを閲覧して，さらに踏み込んだ内容

の質問やコメントを考えることができる。 

3. 要約プレゼンと質疑・議論中心の発表会：上述した事

前のオンデマンド形式のプレゼンテーション視聴やコ

メント機能によるコミュニケーションだけでは実際に

学生間交流として不十分と考えられるため，リアルタ

イム形式の発表会の場を設け，実施にディスカッショ

ンを行う。その際，通常の学会発表やゼミ発表では 10

分～30 分程度のプレゼンと質疑の時間が設けられるケ

ースが多いが，本取組みでは「事前にオンデマンド形

式のプレゼンテーション動画コンテンツ」を全員が視

聴していることを前提に，研究の要約のみを 5 分程度

で説明し，残りの全ての時間を質疑と議論の時間に充

てる。これにより，参加者が時間を調整して集まった

リアルタイム研究会の時間を最大限有効に活用するこ

とが可能になる。十分な質疑の時間を確保することで，

通常の短い質疑時間ではなかなか発言できないような

レベルの議論が可能となる。参加した聴講学生も，ほ

ぼ全員が発言できるようになるため，ただ発表を聴い

ているよりも理解度や参加満足度が飛躍的に高まる。 

4. 研究発表に留まらない学生間交流：リアルタイムの研

究発表を行った後には，ブレイクアウトルームを活用

し，いくつかのグループに別れて参加学生同士の交流

の場を持った。学生同士のざっくばらんな交流を促す

ため，教員は任意参加とし，年長の学生にファシリテ

ーターをお願いして，内容に制限を付けない交流を行

う。大変形式が可能となった 2022 年度は，参加学生の

希望もありリアルタイムの研究発表会と発表会後の学

生交流を対面形式で実施する方向で準備中である。 
 

以上が，我々がデザインした反転ゼミ形式オンライン研

究交流会の骨子である。ICT を最大限に活用することで，

オンデマンド形式が有効な部分（各自の理解スピードでプ

レゼンを理解する・各自のタイミングで質疑やコメントを

する）とリアルタイムの議論が有効な部分（リアルタイム

での質疑やディスカッション）を切り分け，参加者が調整

して集まった時間を最大限有効に活用している点がポイン

トである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 実証的検証 

我々は，複数大学間でのオンライン研究交流会の方法論

を確立するため，まずはトライアルとして 2021年 3月に 3

大学間での取り組みを実施し，その結果を検証した。この

トライアルでは，3大学から教員 7名，学生 18名が参加し，

その効果について確認を行った。加えて，さらに参加大学

数・研究室数の規模を拡大するために必要な改善点を洗い

出し，修正を加えた上で，参加する研究室の教員による事

前のディスカッションによって効果的と考えられる運用方

法を入念に検討して，2021年 8月に第 2回のオンライン研

究交流会を設計・実施した。これらの成果は，早稲田大学

データ科学センターの Web ページにも報告が掲載されて

いる。また，参加者には，アンケート形式で様々な観点か

図 1 LMS上のオンライン研究交流会のページ 
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ら評価をしてもらい，これらの取り組みの有効性について

も評価を行った。 

4. 実施結果と評価 

本稿では，10大学が参加した第 2回のオンライン研究交

流会について，参加者（教員＋学生）に対して実施したア

ンケート回答に基づいて評価を行う。 

4.1 選択回答式アンケートによる評価 

まず，選択回答式の設問項目に対する回答結果を以下に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．質問「オンライン研究発表会に参加してみていか

がでしたか？」に対する回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．質問「普段の学生生活において，他大学との連携

や学生交流の取り組みに満足できますか？」に対す

る回答 

 

図２の結果から，このオンライン研究交流会の取り組み

に対する満足度はかなり高いことが伺える。また，図３の

普段の学生生活における他大学との連携や学生交流につい

ては「少し不満」と回答している学生もいることから，研

究室という単位での学生交流の場は，それなりに意義があ

るものであることが伺えた。データサイエンスという学術

分野は応用範囲が広く，学際的な学びが卒業後の社会にお

いても有効となる分野であることも考慮すると，今回のよ

うな多大学間交流は大変有意義であると考えられる。 

4.2 自由記述式アンケートによる評価 

以下に，自由記述式のアンケート項目について，いくつ

かの質問を抜粋して，その回答を示す。 
 
質問「オンライン研究発表会に参加した感想をお聞かせください」

に対する回答内容： 
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満足している やや満足している 少し不満

➢ さまざまなアドバイスを受けることができて良かった。今後活かして

いきたい 

➢ 同じようなことをしていて，かつ，少し違う視点を持っている方と交

流できる貴重な機会でした。いろいろなご意見が聞けて非常にた

めになりました。 

➢ 私は聴講者として参加させていただいたのですが，皆様の多様な

発表内容が非常に興味深かったです。私の取り組んでいる研究に

も活かせそうなネタもあり，知見が広がりました。また，数多くの質問

を聞くことで質問の仕方そのものであったり，研究を通じたコミュニ

ケーションの取り方についても学ぶことができたと思っています。 

➢ 色々な発表を聞くことができ，新しい発見がありました。今後の自分

の研究や勉強に役立てていきたいと思います。 

➢ 色んな人の自分とは違う研究が聞けたので，勉強になりました．ま

た，コメント頂けたので参考になりました． 

➢ 多様な課題に取り組む研究について聞くことができて大変興味深

かった 

➢ 普段中々お聞きすることのない，他大学の学生の方の研究を聴講

することができ，大変勉強させていただきました．自分の研究室と

は問題に対するアローチが異なっていたり，そもそもあまり対象とし

ない問題やデータに他する研究についてお聞きできた点がとても

良かったです．また，学生の方に対する先生方のコメントも自分に

はなかった着眼点が多く，学びを得ることができました． 

➢ 普段触れない側面でのデータサイエンス分野の研究を知ることが

でき，楽しかったのとともに自身の今後の研究の参考になりました。

ただ，第 2 部があまり説明なく開始されてしまったため，はじめ戸

惑ってしまいました。 

➢ 自分が知らない研究分野を知ることができ，有意義でした。 

➢ 当日の研究発表会に参加することはできなかったが，事前の発表

動画の視聴を通して，自分とは違う研究分野や異なる視点を知るこ

とができ，貴重な経験をすることができた。 

➢ 今回も各所で一生懸命研究されている方々の発表を聞かせてい

ただけて，たくさん刺激をいただきました． 

➢ 先輩方が行っている様々な研究内容や，論理的な発表方法などを

直接見ることができ，いわゆる，良いお手本を得ることができたと思

う。今後の研究活動に，是非活かしていきたい。 

➢ 自分の知らない視点や分析方法があり新鮮だった。 

➢ 先日は大変有意義な時間をありがとうございました。事前にそれぞ

れの発表内容について知識を得ることができ，普段よりも理解度が

高い状態でお話を聞くことができました。 

➢ 統計・機械学習分野からの議論が所属している研究科だとほとん

どできていなかったため，貴重なコメントをいただく機会になった．

建設的なコメントをたくさん頂き，今後の研究の方向性が明るくなっ

た． 

➢ 事前に発表を動画で視聴出来たので，理解を深めた上で研究会

に参加出来たのが良かった。そのためか，質疑応答も活発に行え

ていたように思える。 

➢ 主催して下さった早稲田大学の方々が，告知から当日の運営まで

学生ファーストで対応していただきました。ありがとうございました。

1 点今後に向けての要望ですが，タイムスケジュールなどはメール

にてご連絡いただいた方が，LMS にログインして探すよりも把握し

やすいと思いました。 

➢ 私は今回の発表のテーマとは少し異なる研究をしているのです

が，とても興味深い研究のお話が聞けて，自分の研究と関連付け

ることもできそうなこともあり，貴重な時間を過ごさせていただきまし

た。ありがとうございました。 

➢ 自分の研究について，様々な人の研究を見ることで見つめ直す事

ができた。また，発表の仕方や資料の構成などについて，分かりや

すくする事のヒントを多く得られた。 
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質問「他大学との連携や他大学との学生交流の取り組みに関する

ご意見・ご希望があれば次年度の取り組みとして検討したいと思

いますので，是非お聞かせください」に対する回答内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 以上のように，自由記述式アンケートの回答からは，本

取り組みの実施スタイルや効果がポジティブに受け止めら

れていることがわかる。特に，LMS を活用してオンデマン

ド形式で実施した事前プレゼンは，聴講学生の理解度向上

と議論の活発化に有効であると言える。一方，随所に細か

い改善ポイントに関する指摘事項もなされており，今後さ

らに改善を重ねていくことが期待される。 

また，オンライン研究会に参加した感想の回答である自

由記述を全体的な観点から要約して理解するために，

UserLocal テキストマイニングツール[7] を用いて形態素を

可視化した結果を図 4 に示す。「研究」を中心に，比較的

ポジティブなワードが出現していることがわかる。データ

サイエンス分野で研究する他大学・多研究室の学生と交流

を持つことの研究教育面での意義はあると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

本稿では，データサイエンス領域に関わる複数の大学の

研究室から学生が参加して実施する，反転ゼミ形式のオン

ライン研究交流会のモデルを示し，その評価を行った。学

生の研究活動に関わるゼミにおいても，ICT を活用して反

転ゼミ形式で実施することにより，多大学・多研究室間で

の共同ゼミの実施や学生間の議論の活性化が可能となる。

この取り組みは，多大学の学生に対してコメント機能を用

いて事前のコミュニケーションが可能な LMS を活用する

ことで，その効果が格段に高まるという感触を得ている。

本取組みは，2022年 8月に第 3回オンライン研究交流会を

実施しており，発表の場ではその成果についても併せて報

告する予定である。 
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➢ もっと他大学の研究分野を知りたいし関わりたい。 

➢ 少し不満と回答させていただきましたが，不満というよりかは交

流する機械がほとんどないと感じています。なので，今回のよう

なプログラムは貴重な機会であり，また開催されることがありま

したら参加したいと考えています。 

➢ 今回の交流会が，多くの大学の方とお話しすることができ非常

にありがたかったです。またぜひ，様々な大学の方と交流でき

ましたら嬉しく存じます。 

➢ 発表したものの成果発表という形式ではなく，現状の研究の課

題に焦点を当て議論をするような場があるといのではないかと

思いました，他の研究室の学生と議論することで普段とは異な

った観点からの気付きがあるのではないかと思います。 

➢ なし 

➢ 同じ発表を聞いた上で，他大学の方がどんなところに興味・疑

問をもたれるのかなどももっと知りたいので，後藤研究室からの

質問に集中している状態が，もう少し分散してくれると良いなと

思いました。また，機会があればこのような機会に前のめりに

参加してくださる先生方とも交流させていただけるとより嬉しい

なと思います。 

➢ 普段は他大学の似た研究分野の方とお話することがなかった

ので，先日は大変貴重な経験になりました。 

➢ 次年度以降もぜひ実施していただきたい。 

➢ コロナで仕方がないのですが，やはり対面での交流の方がも

っと話しやすいのだろうなと思いました。 

➢ 今回のようにきっちりとしていなくて良いので，もっと意見交換，

交流の場があるとよい。 

➢ 今後は研究発表会だけでなく，学生間の交流を増やせばと思

います。 

➢ 今までは特に問題に思っていなかったが，他大学と交流する

ことでさらに視野を広げられると感じました。 

図 ４ 参加した感想（第 1回：スコア順） 

➢ 修士及び，学部の学生の発表が多く素晴らしかったです．な

お，研究内容も幅広い分野から行われていたため，大変興深

く，勉強になりました． 

➢ 他の優秀な大学生の方との交流会を通じて，今後の自分のモ

チベーションにつながりました。 

➢ 自分と似た研究領域の研究を知ることができてとてもよかった

です。 

➢ 学会等でもなかなか密な交流がしにくい中，学生同士の交流

会なども開いていただいていたおかげで他大学の学生とも交

流することができ有意義な時間を過ごせました。 

➢ 他校の研究室がどのような研究を行っているかを知ることがで

き，良かった 

➢ 発表された方々や質問していた方のレベルが高く，刺激にな

った。 

➢ 学会とゼミの間の視点から，多研究室の内容を見るのはおもし

ろいだと思います。 

FIT2022（第 21 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2022 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 258

第4分冊


